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Magnetic Fe3+ (S=5/2, L=0)
Nonmagnetic Cu+, O2-

Delafossite H-T magnetic phase diagram
Magnetization process
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磁場誘起強誘電状態
CuFeO2 CuFe1-xNxO2 (N= Al or Ga)

不純物置換誘起強誘電状態

Kanetsuki JPCM 14 145216 (2007)
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CuFeO2
 

の磁場誘起、不純物置換誘起強誘電状態
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Cu(FeGa)O2

 

のFEIC相では、楕円率が約0.9の
楕円プロパーヘリカル構造が実現。
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214423 (2009)

CRYOPADを用いた３次元中性子偏極解析
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電場中偏極中性子回折実験
Nakajima et al. PRB 79
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電場の反転によって、磁気カイラリティーと誘電分極が同時に反転電場の反転によって、磁気カイラリティーと誘電分極が同時に反転

中性子回折プロファイルの電場依存性中性子回折プロファイルの電場依存性 カイラリティーと分極の関係カイラリティーと分極の関係

カイラリティーカイラリティー

誘電分極誘電分極
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Summary

CuFeO2

 

（CuFe1‐x
 

Nx

 

O2

 

(N=Al,Ga)）が示す強誘電分極の発現のメ
 カニズムを明らかにすることを目的として、、

 

CuFeO2

 

（CuFe1‐x
 

Nx

 

O2

 

(N=Al,Ga)）が示す強誘電分極の発現のメ
 カニズムを明らかにすることを目的として、、

１、磁気構造解析（３次元偏極中性子回折）

２、磁場誘起格子変調の観測（磁場中放射光X線回折）

３、電場反転磁気カイラリティーの観測（電場下偏極中性子回折実験）

楕円プロパースクリュー磁気構造であることを明らかにした。
Spin-currentメカニズム（2）はCuFeO2 の誘電分極を説明しないことを明らかにした。

磁場誘起格子変調（1Q and 2Q）を観測した。
Exchange-strictionメカニズム（1）は誘電分極を説明しないことを明らかにした。

スピンカイラリティーと誘電分極が１対１に対応していることを明らかにした。
d-p hybridizationメカニズム（3）を示唆する結果。
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